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工務店経営

大貫 潤 平さん(33)

太 白区秋保 町

正
直
な
家
づ
く
ＩＪ
貫
く

木造住宅の建築や リフオームを手掛ける工

務店 を営んでいます。材木は天然の無垢 (む

く)材、工法は木組みを軸に した伝統工法 と、

「正直な家づ くり」にこだわ っています。

高校卒業後、大手ハ ウスメーカーで 8年間
修業 し、2003年に起業。伝統工法は先輩格の

会社か らの下請けをこな しなが ら身に付けま

した。今は自分を含めスタ ッフ 5人。経営的
にも「正直さ」を貫 き、原価の公開や工費の

出来高払いなどを実践 しています。

弊社が初めて設計か ら手掛 けた下軒家が、

間もな く太自区に完成 します。高校生の時、

「本物の大工になろう」と決心 して 16年、や
つとスター トラインに立 った気が します。

■憂ヨ 八丈島沖漁船不明 3人救助

■憂ヨ カブール国連施設そ銃撃戦

■国ヨ 晨道窯港で航空スポーツ

航空スポーツの祭典「スカイ・レジヤー・ジャパン
09inふくしま」が 17、 18日 の 2日 間、東北では初め
て福島市の農道空港「福島スカイパーク」で開催され
た。来場者は曲技飛行や気球体験搭乗、紙飛行機作 り
まで、空のスポーツを楽 しんだ。
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僚
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Ｂ
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「年間 1万2000円あれば寺

ネパールの児:

日
本
郵
政
は
２８
日
い
臨
時

株
主
総
会
と
取
締
役
会
を
開

き
、
次
期
社
長
に
元
大
蔵
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務
次
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の
斎
藤
次
郎
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（７３
）

を
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出
。
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郵
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Ｏ
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適
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と
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い
」
と
述
べ
た
。

ま
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主
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に
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つ
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締
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０
０
７
年
１０
月

か
ら
日
本
郵
政
を
率
い
て
き

た
西
川
善
文
社
長
（７‐
）
が
正

式
に
辞
任
し
た
。

新
た
な
経
営
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、

効
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か
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を
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し
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経
営
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具
体
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。
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